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 フッ素化とは、カーボン材料の炭素とプラズマイオンのフッ素が結合し、新たに C-F 結合がカーボン材料中に生成
することである。私は、プラズマ処理した単層カーボンナノチューブ（SWCNT）を詳細に研究した。TEM 観察と
XPS 測定から、チューブ構造が殆ど変化しないプラズマ条件で、C-F 共有結合が生成していること、すなわち、SWCNT
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合を有するため、プラズマによるフッ素化に対して全く変化しなかった、フレライトは簡単に壊れ、結晶表面にアモ
ルファスフッ素化カーボンが生成した。 
 本研究では、特に、CNT のプラズマフッ素化プロセスを系統的に調べた。この中で、SWCNT の側壁に C-F 共有
結合を生成する条件も見出した。このため、本研究は、将来の応用が期待されている CNT の機能化技術に対して役
立つと考える。 










 次に著者はプラズマイオン照射した単層カーボンナノチューブ（SWCNT）を詳細に研究した。TEM 観察と XPS
測定から、チューブ構造が殆ど変化しないプラズマイオン照射条件で、C-F 共有結合が生成していることを明らかに
した。このことは、SWCNT の側壁に C-F 共有結合が生成していることを意味している。Raman 測定の結果も、こ






応用が期待される SWCNT の機能化技術としても有用と考えられる。 
 よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
